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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ９月 No.271 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

 

第 295回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ８月 ４日（日） 晴れ   報告：田中正彦 

1898 年以降で最も平均気温が高くなった７月でしたが、

この日も猛暑の予報が出ていました。初めに水分補給など

の注意点を話した後畑に行きミニトマトを収穫し、谷津田

での生きもの観察となりました。 

米づくりをしていない田んぼは、先月にもましてヨシや

ヒメガマなどの湿生植物が繁茂していましたが、トチカガ

ミやタコノアシなどの貴重な植物は健在で、オオイトトン

ボが舞いミナミメダカも元気に泳いでいました。森に入る

と暑さも少し和らぎ、木陰のありがたさをひしひしと感じ

ました。最後に集合写真を撮影し、盛夏の観察会を終了しました。 
参加者１５名（大人９名、大学生２名、高校生２名、小学生１名、幼児１名） 

     

無農薬無化学肥料栽培で作った小麦でピザパーティー 2024 年 ８月２４日（土） 晴れ 

報告：岩上由香利 

谷津田文化祭の一環で行われたピザパーティー。会場の谷津田ビ

ジターセンターで、無農薬無化学肥料ではじめて収穫した麦からで

きた小麦粉をみんなで調理しました。子どもたちも、生地作りや、

トッピングなどたくさんお手伝いをしてくれました。 

ピザ窯も耐熱レンガを積み上げて作られたお手製のものです。事

前に試行錯誤して完璧な焼き具合になるように調整してくれたお

かげで、本格的なピザとなりました。具材も、トマトやズッキーニ、

生ハムやシーフード、イチジクまで盛りだくさん。色とりどりのピ

ザが焼きあがり、完成したとたんにみんなであっという間にぺろり。

小麦を収穫した喜びを感じながら美味しくいただきました。 

会場では、ラベンダーサシェ作りやミニ竹とんぼ教室、鳥のお話、

そして楽しいおしゃべりと思い思いに楽しい時間を過ごしました。

県外での製粉や様々な準備をしてくれた伊勢戸さん、佐藤さん、暑

い中で火の番をしてくれた平沼さん、小田さんをはじめとした皆様、

ありがとうございました。 

参加者３３名（大人２６名、大学生１名、中学生２名、小学生２名、幼児２名） 

 

 下大和田「自然観察路の草刈り」  2024 年 ８月２７日 晴れ                  報告：鈴木郁也 

８月 27 日下大和田谷津田にて、人生初の刈払い機で草刈りをし

ました。いつもの観察会コースは、今年お米作りが出来なかったこ

とで、植物が人の背丈ほどに伸びて鬱蒼と茂り、畦と田んぼの区別

がつかない場所もありました。ふと気づけば、畦道から外れて田ん

ぼの中に立っていたこともあり、たった一年足らずで環境を激変さ

せてしまう植物の生命力に改めて畏怖しました。 

刈払い機講習以来、本格的な作業は初めてで、いざやってみると

「つらい、大変」よりも「あぶねえ！」という思いが頭の中で巡っ

ていました。泥田で身体を動かすお米づくりも大変ですが、それとは別種のつらさ・難しさだと感じました。 

 これらの作業を通して、草刈りは里山保全のかなりを占めるだけでなく、業務に携わる方々との信頼にも関

係があると考えたので、今後外部で活動する機会にも積極的に草刈りの手伝いを申し出ようと思いました。 

参加者２名（大人１名、大学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 ＜小山町での活動＞ 

☆令和６年度期 小学校田んぼのかかし作り ８月１９日（月）           報告：たんぽぽ 

大椎小学校とあすみ小学校の田んぼのかかしを作りました。各校から先生が１人ずつ参加されましたが、親子の

参加は０人、という前代未聞の寂しい状況となってしまいました。 
前日に土気町でもっとも人気のお祭りがあったので親子とも疲れてしまったのでしょうか？セミや鳥の声が響き

わたる小山谷津に時折そよ風吹き抜ける爽やかな天気の基、大人たちは静かに、黙々と作業を進め、先生やスタッ

フの思いのつまった、とても個性的な５体の案山子が出来上がりました。きっと、稲をしっかりと守ってくれると

思います。                                                              参加者５名（大人５名) 
 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ８月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

8/13  ツクツクホウシが盛んに鳴き始めました。アブラゼミも交じって聴こえますが、地上では役目を

終えたアブラゼミの死骸も目につきます。田んぼではシオカラトンボにオオシオカラトンボが飛び

交います。アジアイトトンボのペアが交尾飛行していました。川ではハグロトンボが優雅に飛んで

います。遠くからキジバトのズーズーポッポのさえずりが、近くの木のてっぺんではホオジロの完

璧なさえずりが聴こえました。まだ午前中ですがうだるような暑さです。しかし生き物たちは元気

です。 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、高：高山） 
8/ 2 エノコログサが穂を出す、ヒヨドリバナが開花（高） 

/ 8 稲の間をたくさんのアジアイトトンボがゆっくり飛ぶ（高） 

/ 9 エンマコオロギの優しい声が響く、ミズヒキが咲く（高） 

/10 オニヤンマが田んぼのまわりを飛ぶ（高） 

/11 小山の地元、稲刈り始まる (た)   

/15 赤米出穂 (た) 

/13 一時、姿を見なくなっていたキイトトンボの新たに羽化した個体を見る（高） 

/14 真っ赤に色づいたマユタテアカネを見る、クズが開花、セグロセキレイの幼鳥がさえずる（高） 

/21 早朝、セミに代わってコオロギなどの虫の声がにぎやかになってきた（高） 

/27 赤黒く色づいたノシメトンボが飛んでいた（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ９月１５日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：観察路の整備と田んぼの手入れを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 305回 下大和田ＹＰＰ「復田のはえぬきと農林 1号の稲刈り」 
日 時：2024年 ９月２８日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止   

内 容：5月 19日に復田に播種したはえぬきと農林 1号を刈り取ります。ヨシの草刈りも実施します。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、田んぼ用の長靴、帽子、手袋、飲み物（お弁当、敷物） 

参加費：無料   

 
・第 297回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年１０月 ６日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容： トンボの調査も兼ねて秋の森と谷津田を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 228回 小山町 YPP「コシヒカリの稲刈り」 
日 時  : 2024 年 ９月 ８日（日） １０時 00分～ ☆小雨実施。 
※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 
 

9月 14日に予定していた 

はえぬきの稲刈りと 28日の

脱穀は実施しません。 


